










































































































































































































































































































































































































































































































































































































変　数　要　因 平　　方　　和 自由度 平方平均（不偏分数）
X2，X3，……，Xγ
????
??
一2
γ一1
X7＋1，……，X轟
????
?
1十1
ん一¢
????
2／（ゐ一ゲ）
F什1
X2，………，X翫
????
??
冑2 ん一1
残　　　　差
??
ε、2
置一1
η一κ
??
el／（η一ん）
呂一1
総　　変　　動
???
、2
忍一1 π一1
4．あ　と　が　き
　以上で一般の線型回帰モデルの推定および検定の理論について論じてきた。
しかし，本論で示されたこれらの方法を実際に適用する場合には，基本的仮
定を前提としていることを忘れてはならない。もし，これら4つの基本的仮
定の1っでも満足しなければ，モデルそのものを修正しなければならない。
たとえば撹乱項％、が互いに独立でなければ，いいかえれば自己相関がある場
合はそれを考慮しなければならないし，また分散が一定でない不等分散の時
には，モデルは一般化最小二乗法によって推定されなければならない。
　また，任意の2つの説明変数凡，渇が互いに相関関係にある場合には多重
共線性（Multicollinearity）が問題が起り，2段階最小二乗法によって推定
しなければならない。さらに，説明変数が遅れを伴った時にはラグ（lag）の
問題が起ったり，母集団に異質な構造の併存が予想される場合にはダミー変
数を使ったりする。いずれにしても，いろいろなケースに応じた推定法が適
用されている。
　しかし，いかなるケースにも適用できるような推定法はなく，個々のケー
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スに応じたものしか開発されていない。医学の治療と同じようにあらゆる病
気に万べんなくきく万能薬はなく，1つ1っの問題に対応していく推定法で
ある。その意味では，回帰分析の推定法は発展途上にあると言ってよいであ
ろう。
　上記にあげた推定法やその他の推定法については次の機会に発表，あるい
は今後の課題として本論を終えることにする。
（欝謹禦灘鍛’てあ㎞　〕の文献に従い）
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